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九
月
二
二
日
、
内
灘
町
議
会
が
「
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
」
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書

は
、
八
月
一
一
日
に
非
核
の
政
府
を
求
め
る

石
川
の
会
が
内
灘
町
議
会
に
陳
情
書
を
提

出
し
、
井
上
英
夫
、
五
十
嵐
正
博
両
代
表
世

話
人
ら
が
中
川
達
議
長
と
助
田
有
二
事
務

局
長
に
要
請
・
懇
談
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。 

意
見
書
に
は
、
「
内
灘
町
議
会
は
一
九
九

二
年
六
月
一
一
日
に
『
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
』
を
宣
言
す
る
決
議
」
を
し
て
お
り
、「
内

灘
町
は
在
日
米
軍
に
よ
る
基
地
接
収
問
題 

 

          

      

の
先
駆
け
と
な
る
『
内
灘
闘
争
』
が
勃
発
し

た
歴
史
が
あ
り
、
核
兵
器
の
な
い
『
平
和
な 

世
界
の
実
現
』
へ
の
思
い
は
、
脈
々
と
語
り

受
け
継
が
れ
て
い
る
土
地
柄
」
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
文
面
は
、
「
内
灘
町
議
会

で
意
見
書
を
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
内
灘
闘

争
の
歴
史
に
も
触
れ
る
な
ど
各
自
治
体
の

特
徴
を
記
載
し
て
」
と
要
望
し
た
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。 

意
見
書
で
は
、
政
府
に
対
し
て
「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
立
場
に
立
っ
て
、
粘
り
強
く
核

保
有
国
を
説
得
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、

①
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
、
②

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
ま
で
の
間

は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
締
約
国
会
議
に

参
加
す
る
こ
と
」
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
・

参
加
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
十
月
一
四
日

現
在
、
六
一
五
自
治
体
議
会
で
採
択
さ
れ
、

県
・
市
町
村
合
計
一
七
八
八
自
治
体
の
三

四
・
四
％
で
す
が
、
県
内
で
は
白
山
市
、
内

灘
町
だ
け
。
当
会
で
は
引
き
続
き
各
自
治
体

議
会
へ
の
要
請
・
懇
談
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

                              

『
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
』 

 
 

 

内
灘
町
議
会
が
採
択 

県
内
二
番
目 

事
務
局
長 

神
田
順
一 

4面 コロナ後のめざすべき社会は？ 

その実現のために必要なことは？中野晃一 

5面 川北町の小中学校に『はだしのゲン』を寄贈 

                   神田順一 

6面 秋の夜長 至福の読書を     安原昭二 
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今
年
も
九
月
二
六

日
、
国
連
が
定
め
る 

「
核
兵
器
廃
絶
デ
ー
」
が
や
っ
て
き
た
。
目
前 

の
九
月
二
二
日
に
は
内
灘
町
議
会
で
の
意
見

書
採
択
、
翌
二
三
日
に
は
チ
リ
が
、
五
六
番
目

と
な
る
核
禁
条
約
批
准
な
ど
、
国
内
外
で
の
機

運
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
開
催
さ

れ
た
田
上
富
久
長
崎
市
長
の
講
演
会
（
主
催
：

石
川
反
核
医
師
の
会
、
当
会
後
援
）
も
期
待
以

上
の
内
容
で
あ
っ
た
。
二
面
の
報
告
記
事
や
公

開
中
の
講
演
動
画
も
参
照
を
お
す
す
め
し
た

い
▼
同
日
、
そ
の
石
川
医
師
の
会
が
核
禁
条
約

発
効
を
記
念
し
て
同
会
三
三
年
の
歴
史
を
ま

と
め
た
冊
子
を
刊
行
し
た
。
国
際
的
な
運
動
の

醸
成
や
県
内
の
非
核
平
和
運
動
の
軌
跡
ま
で

網
羅
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
に
当
会
が
発

行
し
た
三
〇
年
史
と
見
比
べ
な
が
ら
、
懐
か
し

み
、
ま
た
次
な
る
運
動
へ
の
活
力
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
▼
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
が
、
条

約
の
発
効
も
今
般
の
内
灘
町
議
会
意
見
書
採

択
も
ま
た
、
長
年
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
実
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
長
崎
で
は
〝P

e
a

ce
 
fro

m
 

N
A

G
A

S
A

K
I

〟
の
合
言
葉
の
も
と
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。
当
会
も
ま
たP

e
a

ce
 

fro
m

 IS
H

IK
A

W
A

の
一
助
と
な
り
、
果
て
は

P
e
a

ce
 
fro

m
 
J

A
P

A
N

を
堂
々
と
発
信
す
る

政
府
を
求
め
て
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
一
層

の
活
動
に
尽
力
し
た
い
。
自
治
体
、
そ
し
て
世

界
を
動
か
せ
る
の
は
私
た
ち
市
民
の
声
に
他

な
ら
な
い
の
だ
か
ら
（
Ｏ
） 

 

 

花 

鳥 

風 

月 

内灘町庁舎前の「非核平和都市宣言

の町」標柱は今年改修されました 
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「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の 

発
効
を
記
念
し
て
開
催 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
は
、

九
月
二
六
日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
て
、
国
連
核

兵
器
廃
絶
デ
ー
・
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効 

企
画
と
し
て
、
長
崎
市
長
の
田
上
富
久
氏
の 

講
演
会
を
開
催
し
た
。 

      

田
上
氏
は
二
〇
〇
七
年
に
市
長
と
な
っ

て
現
在
四
期
目
。
ま
ず
、
長
崎
の
歴
史
と
観

光
案
内
か
ら
始
め
た
。
最
近
の
話
題
と
し
て

県
南
部
の
野
母
崎
に
恐
竜
博
物
館
を
開
館
。

こ
の
博
物
館
の
建
設
に
は
福
井
の
恐
竜
博

物
館
の
支
援
が
あ
っ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
恐

竜
博
物
館
か
ら
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
レ

プ
リ
カ
を
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
今
度
、
墓
参
り
に
行
く
時
に
は
寄
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
。 

本
題
に
入
り
、
被
爆
の
実
相
を
写
真
な
ど

で
解
説
。
次
に
核
兵
器
を
め
ぐ
る
現
状
を
説

明
。
地
球
上
に
は
現
在
、
一
万
三
一
三
〇
発

の
核
弾
頭
が
存
在
。
し
た
が
っ
て
、
原
爆
の

問
題
は
過
去
の
問
題
で
は
な
く
、
現
在
と
未

来
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

長
崎
市
の
平
和
活
動 

次
に
、
長
崎
市
の
平
和
活
動
を
六
つ
に
分

け
て
説
明
。
①
最
大
の
役
割
と
し
て
の
被
爆

の
実
相
を
伝
え
る
：
被
爆
の
証
言
活
動
、
②

ズ
レ
を
正
す
：
核
実
験
な
ど
核
廃
絶
方
向
と

の
ズ
レ
に
対
し
意
見
を
言
う
、
③
次
の
一
歩

を
示
す
：
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
構
想
、

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
：
平
和
首
長
会

議
・
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
、
⑤
ゴ
ー
ル

を
示
し
続
け
る
、
⑥
平
和
を
作
る
人
材
育

成
：
ナ
ガ
サ
キ
ユ
ー
ス
代
表
団
、
高
校
生
平

和
大
使
な
ど
若
い
人
へ
の
働
き
か
け
。 

 

被
爆
一
〇
〇
年
を
見
据
え
て 

被
爆
一
〇
〇
年
を
見
据
え
た
と
き
、
こ
れ

か
ら
の
二
五
年
は
、
「
被
爆
者
が
い
る
時
代

の
終
わ
り
」
で
あ
り
、
「
被
爆
者
が
い
な
い

時
代
の
始
ま
り
」
で
も
あ
る
。
被
爆
者
が
い

る
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
被
爆

者
が
い
な
く
な
っ
た
将
来
の
準
備
が
必
要
。

ま
た
、
平
和
の
文
化
の
醸
成
も
重
要
。
分

断
・
不
信
感
・
武
力
か
ら
多
様
性
・
信
頼
・

対
話
へ
。
平
和
を
考
え
る
多
様
な
入
り
口
を

準
備
す
る
た
め
、
平
和
の
文
化
事
業
認
定
制

度
を
発
足
。
そ
の
第
一
号
が
長
崎
の
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム 

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
の
長
崎

平
和
祈
念
活
動
。
試
合
の
前
に
選
手
が
平
和

宣
言
を
読
み
上
げ
る
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

ま
と
め
と
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
二
つ
提
案
。
第
一
歩
と
し
て
、
特
に
若
い

人
に
知
る
、
感
じ
る
こ
と
を
し
て
も
ら
う
。

第
二
歩
は
、
考
え
る
、
話
す
こ
と
で
若
い
世

代
で
の
意
見
交
換
を
す
す
め
る
こ
と
。
動
く

活
動
と
し
て
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
、
折
り
鶴
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
長
崎
の
地
図
作
り
、
紙
芝
居

や
朗
読
の
よ
う
な
活
動
の
普
及
。 

 

核
禁
条
約
の
『
育
て
の
親
』
に 

最
後
に
、
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
誕

生
に
は
参
加
で
き
ず
、
『
産
み
の
親
』
に
は

な
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
育
成
に
は
参
加
し

て
、
『
育
て
の
親
』
に
な
っ
て
い
っ
て
欲
し

い
と
話
さ
れ
た
。 

（
ま
と
め 

横
山
隆
・
核
戦
争
を
防
止
す
る

石
川
医
師
の
会
世
話
人
） 

◎
講
演
動
画
はYouTube

で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。 

                

 

長崎から平和を発信する田上富久市長 

国
連
核
兵
器
廃
絶
デ
ー
・
記
念
講
演
（
要
旨
） 

平
和
を
築
く
自
治
体
と
市
民
の
力 

講
師 

長
崎
市
長 

田
上
富
久 
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一
九
四
五
年
八
月
、
広
島
と
長
崎
に
人
類

史
上
初
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
た
。

被
爆
者
た
ち
は
そ
の
心
身
に
筆
舌
し
が
た

い
苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
「
ノ
ー
モ

ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
核
兵
器
の
悲
惨
さ
と
世
界
平
和
を
訴
え

続
け
、
遂
に
核
兵
器
を
包
括
的
に
禁
止
す
る

こ
と
を
定
め
た
初
の
国
際
条
約
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
制
定
に
結
実
さ
せ
た
。 

 

本
誌
は
、
世
界
平
和
を
希
求
す
る
人
々
の

念
願
で
あ
っ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
が
二
〇

二
一
年
一
月
二
二
日
に
発
効
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
、
こ
れ
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
、 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
（
石
川 

医
師
の
会
）
の
約
三
四
年
に
わ
た
る
運
動
等 

      

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
な
ぜ
核
兵
器
禁
止
条
約
が

必
要
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
条
約
制
定

に
至
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
冷
戦
時
代
か

ら
医
師
や
被
爆
者
が
果
た
し
て
き
た
役
割

を
辿
る
と
と
も
に
、
条
約
発
効
の
意
義
を
考

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
石
川

医
師
の
会
が
行
っ
て
き
た
市
民
共
同
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、
核
兵
器
廃
絶
ま
で
を

展
望
す
る
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
。 

私
た
ち
医
師
、
歯
科
医
師
は
、
人
間
の
健

康
と
命
を
守
る
医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

に
基
づ
き
、
核
兵
器
廃
絶
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
特
に
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
・
日 

        

本
に
生
き
、
被
爆
の
実
相
を
知
る
私
た
ち
が
、

核
兵
器
廃
絶
を
発
信
す
る
意
義
は
極
め
て

大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
日
本
政
府
は
い
ま
だ
言
を
左
右

に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る

こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
核
保
有
国
を
含
む
世
界
の
圧
倒
的

多
数
の
市
民
が
、
核
兵
器
廃
絶
と
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
望
ん
で
い
る
こ 

と
は
、
各
国
の
世
論
調
査
で
も
明
ら
か
に
な 

っ
て
い
る
。 

 

本
誌
を
読
む
と
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
制

定
・
発
効
が
、
被
爆
者
を
は
じ
め
世
界
市
民

の
共
同
の
力
で
実
現
し
て
き
た
こ
と
を
確

信
す
る
だ
ろ
う
。
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
に
向

け
て
、
私
た
ち
医
療
者
を
は
じ
め
、
世
界
中

の
市
民
が
さ
ら
に
力
を
結
集
し
、
共
同
す
る

た
め
に
、
本
誌
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。 

           

□
ト
ピ
ッ
ク
ス
□ 

核
禁
条
約
批
准
が
五
六
か
国
に 

 

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
九
月
二

三
日
、
チ
リ
が
新
た
に
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
、
批
准
は
五
六
か
国
・
地
域
と
な
り

ま
し
た
。 

批
准
の
前
段
階
に
当
た
る
署
名
は
、
こ
れ

ま
で
八
六
か
国
・
地
域
（
批
准
国
を
含
む
）

が
国
連
に
提
出
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
で
は

年
内
に
七
〇
か
国
、
三
年
後
に
は
国
連
加
盟

国
（
一
九
三
か
国
）
の
半
数
以
上
、
一
〇
〇

か
国
の
条
約
批
准
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
初 

ノ
ル
ウ
エ
ー
が
締
約
国
会
議
へ 

 
 

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
は
こ
の
程
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
が
来

年
三
月
開
催
予
定
の
第
一
回
核
兵
器
禁
止

条
約
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
が
締
約

国
会
議
へ
の
参
加
を
表
明
す
る
の
は
初
め

て
で
す
。 

 

ノ
ル
ウ
エ
ー
は
九
月
の
総
選
挙
で
、
保
守

党
率
い
る
政
権
が
敗
北
し
、
現
在
は
中
道
左

派
・
労
働
党
と
中
央
党
の
連
立
政
権
が
発
足

し
て
い
ま
す
。 

 

核
兵
器
禁
止
条
約 

発
効
記
念 

刊
行
に
あ
た
っ
て 

 
 

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
ー
医
師
の
役
割
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
の
あ
ゆ
み 

石川反核医師の会代表 

世話人の江守道子さん 

 
 石川医師の会は、当会と同じ

1988 年に設立され、団体会員と

して活動を支援して頂いていま

す。石川医師の会から標記の貴

重な冊子（Ａ4判 36 頁）を多数

寄贈頂きましたので、会員各位

にお送りします。 
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日
本
の
政
治
に
は
民
主
主
義
の
前
提
と

な
る
「
レ
ベ
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

（
水
平
な
競
技
場
）
が
損
な
わ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
。「
モ
リ
・
カ
ケ
」、
桜
を
見
る
会

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
有
権
者
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、
一
部
の
特
権

階
級
が
権
力
や
国
の
財
政
を
ほ
し
い
ま
ま

に
行
使
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
多
く
の
国

民
は
健
康
不
安
、
コ
ロ
ナ
感
染
で
亡
く
な
る

人
が
い
る
の
に
〝
自
宅
療
養
〟
の
名
で
放

置
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
世
界
第
三
位
の
経

済
大
国
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
対
応
の

遅
れ
は
重
大
で
あ
る
。 

 

自
民
党
の
「
勝
利
の
方
程
式
」 

二
〇
〇
七
年
参
院
選
か
ら
二
〇
一
九
年

衆
院
選
ま
で
、
自
民
党
の
「
絶
対
得
票
率
」 

      （
有
権
者
全
員
に
対
す
る
得
票
率
）
は
、
小 

選
挙
区
で
「
四
人
に
一
人
」
（
二
五
％
弱
）
、

比
例
区
で
「
ほ
ゞ
六
人
に
一
人
」
（
一
六
～

一
八
％
台
）
で
殆
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
比

例
区
の
方
が
有
権
者
の
政
党
支
持
を
反
映

し
て
お
り
、
自
民
党
を
支
持
す
る
有
権
者
は

（
一
六
～
一
八
％
台
）
で
あ
る
。 

二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
投
票
率
は
五

八
・
六
％
だ
っ
た
が
、
民
主
党
に
政
権
交
代

し
た
二
〇
〇
九
年
衆
院
選
の
投
票
率
は
六

九
・
三
％
に
大
き
く
上
昇
し
た
。
第
二
次
安

倍
政
権
に
戻
っ
た
二
〇
一
二
年
衆
院
選
の

投
票
率
は
五
九
・
三
％
に
ダ
ウ
ン
し
、
そ
の

後
、
二
〇
一
四
年
衆
院
選
は
五
二
・
七
％
、

二
〇
一
七
年
参
院
選
は
五
三
・
七
％
、
直
近

の
二
〇
一
九
年
参
院
選
は
四
八
・
八
％
と
大

き
く
下
が
っ
て
い
る
。
民
主
党
政
権
が
誕
生

し
た
と
き
は
七
〇
％
近
く
あ
っ
た
投
票
率

が
、
今
で
は
五
〇
％
前
後
に
ダ
ウ
ン
し
て
い

る
。
多
く
の
有
権
者
が
政
治
参
加
を
あ
き
ら

め
、
棄
権
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ

ろ
が
自
民
党
の
「
絶
対
得
票
率
」
は
殆
ど
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
「
小
選
挙
区
制
」
の
マ 

ジ
ッ
ク
で
衆
院
で
は
六
割
台
の
議
席
を
獲 

得
し
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
自
民
党
の
「
勝
利
の
方
程
式
」

は
、
①
立
憲
野
党
を
分
断
し
、
候
補
者
の
乱

立
で
立
憲
野
党
の
票
を
分
散
す
る
こ
と
、
②

多
く
の
人
に
政
治
を
あ
き
ら
め
て
も
ら
い

棄
権
し
て
も
ら
う
こ
と
。
投
票
率
が
低
く
な

れ
ば
自
民
党
は
一
六
％
程
度
の
固
定
票
を

獲
得
す
る
だ
け
で
勝
ち
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
・
有
権
者
不
在
の

政
治
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。 

 

日
本
の
有
権
者
に
と
っ
て 

民
主
主
義
と
は
何
か 

台
湾
大
学
の
研
究
者
た
ち
が
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
に
「
民
主
主
義
の
意
味
」
に
つ
い
て
四

つ
の
指
標
で
調
査
し
た
グ
ラ
フ
が
あ
る
。
四

つ
の
指
標
と
は
、
①
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
公
金
の
ム
ダ
使
い
が
な
い
、
汚
職
が
な
い
、

治
安
が
い
い
）
、
②
社
会
的
平
等
（
格
差
社

会
対
策
、
雇
用
や
生
活
保
障
）
、
③
規
範
・

手
続
き
（
公
正
で
開
か
れ
た
選
挙
、
三
権
分

立
、
説
明
責
任
）
、
④
自
由
（
表
現
・
結
社

の
自
由
、
報
道
の
自
由
、
学
問
の
自
由
な
ど
）

で
あ
る
。 

国
際
比
較
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
有
権
者

の
関
心
が
最
も
高
い
の
は
「
グ
ッ
ド
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
」（
関
心
度 

四
二
・
八
％
）
で
あ
る
。

森
友
学
園
、
加
計
学
園
や
桜
を
見
る
会
の
問

題
、
公
文
書
の
改
ざ
ん
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
遅

れ
な
ど
へ
の
関
心
が
高
い
た
め
、
政
権
与
党

に
対
す
る
怒
り
を
受
け
止
め
る
よ
う
明
確

に
対
峙
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
九
月
八

日
に
立
憲
野
党
四
党
（
立
憲
民
主
党
、
日
本

共
産
党
、
社
会
民
主
党
、
れ
い
わ
新
選
組
）

と
「
市
民
連
合
」
の
衆
院
選
に
お
け
る
共
通

政
策
が
合
意
し
、
候
補
者
調
整
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
立
憲
野
党
が
第
一
に

訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
現
政
権
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
批
判
で
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
次
に
ど
の
よ
う
に
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
発
信
を
す
る
の
か
が
重
要
に
な
る
。 

 

立
憲
野
党
と
市
民
の
共
同 

政
治
学
に
は
「
対
立
争
点
」（
位
置
争
点
）

と
「
合
意
争
点
」
（
価
値
争
点
）
と
い
う
概

念
が
あ
る
。
政
治
の
分
野
に
は
憲
法
改
正
の

是
非
や
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
、
医
療
・

年
金
・
教
育
・
子
育
て
な
ど
重
要
な
争
点
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
「
対
立
争
点
」
で
は
〇
か

×

の
二
者
択
一
で
あ
り
、
与
党
と
野
党
の
違

い
が
明
確
に
な
る
。
「
合
意
争
点
」
で
は
程

度
の
差
で
あ
り
、
与
野
党
の
差
異
が
わ
か
り

に
く
く
な
る
。
ま
た
「
合
意
争
点
」
で
は
与

党
は
、
野
党
の
提
案
を
パ
ク
っ
た
り
、
パ
ク

っ
た
ふ
り
を
す
る
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
政
治
潮
流
は
、
イ

ン
タ
レ
ス
ト
（
利
益
誘
導
）
の
政
治
か
ら
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
へ
と
流
れ
て
い

る
。
「
対
立
争
点
」
の
特
徴
は
、
予
算
が
か

か
ら
な
い
こ
と
。
政
権
の
土
俵
に
乗
っ
た

コ
ロ
ナ
後
の
め
ざ
す
べ
き
社
会
は
？ 

そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？ 

上
智
大
学
教
授 

 

中
野
晃
一 

【講演要旨】 

オンラインで講演された

中野晃一さん 
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「
対
案
」
で
は
な
く
、
争
点
を
変
え
て
「
新

し
い
選
択
肢
」
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
）
を
提

示
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。 

 

憲
法
を
中
心
に
個
人
の
尊
厳
を 

擁
護
し
育
む
た
め
の
政
治 

 

「
対
立
争
点
」
と
し
て
、
憲
法
が
掲
げ
る

人
権
、
尊
厳
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
立
憲

野
党
の
共
通
課
題
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
。

社
会
を
前
に
進
め
る
政
策
を
リ
ベ
ラ
ル
な

立
場
か
ら
発
信
し
、
進
歩
的
な
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
争
点
と
し
て
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
外
国
人
の
尊
厳
・
権
利

な
ど
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
具
体
的

政
策
を
提
示
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
「
合
意

争
点
」
と
し
て
、
経
済
・
生
活
争
点
を
訴
え

る
こ
と
が
大
事
だ
。 

 

高
齢
化
社
会
の
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な

運
動
を
支
え
て
い
る
の
は
高
齢
者
で
す
。
私

は
現
在
五
一
歳
で
、
安
保
法
制
の
二
〇
一
五

年
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
講
演
に
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
大
半
が
高
齢
者
の
集
会
で
す
。

し
か
し
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
た
め

に
声
を
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
ま

ま
の
政
治
・
社
会
で
は
次
の
世
代
に
渡
せ
な

い
、
変
え
て
い
こ
う
と
、
声
を
上
げ
て
い
る

大
変
貴
重
な
存
在
で
す
。 

コ
ロ
ナ
後
の
め
ざ
す
べ
き
社
会
は
、
憲
法

の
価
値
感
に
根
ざ
し
て
一
人
一
人
が
自
分 

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
尊
厳
や
人
権
を
大 

事
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

（
ま
と
め 

非
核
・
い
し
か
わ
編
集
部
） 

◎
九
月
二
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た

日
本
高
齢
者
大
会
in
な
が
の
・
記
念
講
演
要

旨
で
す
。
講
師
は
市
民
連
合
運
営
委
員
の
中

野
晃
一
氏
で
す
。 

                        

     

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
（
以

下
、
反
核
医
師
の
会
）
は
九
月
一
六
日
、
川

北
町
の
小
学
校
三
校
、
中
学
校
一
校
に
漫
画

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
（
中
沢
啓
治
作
／
全
一

〇
巻
）
を
四
セ
ッ
ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
し

の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
か
ら
英
語
版

『B
a

re
fo

o
t G

e
n

』
一
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
今
回
の
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
寄
贈
は
、

反
核
医
師
の
会
世
話
人
の
西
川
忠
之
先
生

（
能
美
市
・
開
業
医
）
が
川
北
町
の
前
哲
雄

町
長
に
直
接
働
き
か
け
て
実
現
し
た
も
の 

で
す
。 

 

 

 

    

事
前
に
平
和
教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施 

 

川
北
町
教
育
委
員
会
に
協
力
い
た
だ
い
た

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
所
蔵
状
況
・
平
和
教
育

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
各
校
か
ら
誠

実
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
川
北
中
学
校
】
三
年
時
の
広
島
修
学
旅
行

の
関
係
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
と
っ

て
し
っ
か
り
学
習
し
て
い
る
。 

【
中
島
小
学
校
】
運
営
委
員
と
図
書
委
員
の

児
童
が
、
平
和
や
戦
争
に
関
す
る
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
た
。 

【
川
北
小
学
校
】
全
校
登
校
日
（
八
月
六
日
）

に
校
長
講
話
を
行
い
、
戦
争
（
平
和
）
に
関

す
る
読
み
聞
か
せ
等
を
行
っ
て
い
る
。
人
権

週
間
に
人
権
推
進
委
員
の
方
に
お
話
し
い

た
だ
い
て
い
る
内
容
に
も
平
和
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。 

【
橘
小
学
校
】
八
月
六
日
、
全
校
登
校
日
に

校
長
の
平
和
の
話
を
聞
い
た
後
、
「
平
和
の

子
ら
」
を
歌
う
。
平
和
に
関
す
る
読
み
聞
か

せ
を
聞
く
。 

 

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
寄
贈
式
に
て 

 

九
月
一
六
日
、
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

寄
贈
式
に
は
川
北
町
か
ら
室
谷
敏
彦
教
育

反
核
医
師
の
会
・
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会 

川
北
町
の
小
中
学
校
に
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
寄
贈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
田 

順
一 

室谷敏彦教育長㊨に寄贈する西川世話人 

9 月 8 日、市民連合と立憲野党（立憲民主党、日本共産党、社会民主党、れいわ新選組）

が政策合意した「衆議院選挙における野党共通政策の提言――命を守るために政治の転

換を」の要点は以下の通りです。 

１. 憲法に基づく政治の回復 

２. 科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策の強化 

３. 格差と貧困を是正する 

４. 地球環境を守るエネルギー転換と地球分散型経済システムへの移行 

５. ジェンダー視点に基づいた自由で公平な社会の実現 

６. 権力の私物化を許さず、公平で透明な行政を実現する 
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長
、
東
誠
課
長
、
反
核
医
師
の
会
か
ら
西
川

世
話
人
、
小
野
栄
子
事
務
局
員
、
ひ
ろ
め
る

会
か
ら
筆
者
が
出
席
し
、
各
校
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
に
も
と
づ
き
懇
談
し
ま
し
た
。 

室
谷
教
育
長
の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
私
は
教
員
出
身
で
、
平
和
学
習
の
一
環
で

中
学
生
の
修
学
旅
行
で
何
度
も
広
島
に
行

き
、
被
爆
者
の
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
ら
に
は
被
爆
体
験
の
生

の
お
話
は
貴
重
で
あ
り
、
原
爆
資
料
館
の
見

学
は
大
変
衝
撃
的
で
し
た
。 

◎
中
学
三
年
の
修
学
旅
行
は
四
月
、
五
月
に

あ
り
ま
す
が
、
二
年
の
三
学
期
か
ら
平
和
学

習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
か
な
り
の
時

間
を
割
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
和
学

習
や
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
一
、
二
年

生
に
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

◎
昨
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

中
止
に
な
っ
た
の
は
大
変
残
念
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
次
年

度
以
降
も
広
島
へ
の
修
学
旅
行
は
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◎
コ
ロ
ナ
で
色
々
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
達
の
自
主
性
を
育
む
教
育
も
行
わ

れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
社
会
に
戻
っ
て

も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

県
内
全
市
町
の
小
中
学
校
に 

『
ゲ
ン
』
寄
贈
・
配
本
を 

反
核
医
師
の
会
で
は
、
核
戦
争
に
よ
る
被

爆
の
実
相
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
平
和

教
育
の
図
書
と
し
て
県
内
の
小
中
学
校
へ

の
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
寄
贈
活
動
を
二
〇
一

一
年
か
ら
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
二
市

町
の
小
中
学
校
に
日
本
語
版
八
三
セ
ッ
ト
、

英
語
版
五
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
県
内
で
の
未
寄
贈
は
五
市
町
（
珠
洲
市
、

加
賀
市
、
羽
咋
市
、
穴
水
町
、
能
登
町
）
、

寄
贈
不
要
の
回
答
は
二
市
町
（
小
松
市
、
津

幡
町
）
に
な
り
ま
し
た
。 

 

反
核
医
師
の
会
で
は
引
き
続
き
、
県
内
全

て
の
市
町
の
小
中
学
校
へ
の
『
は
だ
し
の
ゲ

ン
』
の
寄
贈
・
配
本
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

（
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
理
事
） 

  

 

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

 

秋
の
夜
長 

至
福
の
読
書
を 安

原
昭
二 

  

 

コ
ロ
ナ
禍
、「
〇
〇
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

な
ど
自
己
規
制
ば
か
り
の
生
活
に
ス
ト
レ

ス
を
た
め
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
自
民
党
総

裁
選(

原
稿
当
時) 

を
終
日
、
だ
だ
漏
れ
さ

せ
て
い
る
状
態
。
ま
す
ま
す
嫌
気
が
さ
し
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
ゆ
っ
た
り
と
読
書
を

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

お
勧
め
の
一
冊
。
武
田
砂
鉄
さ
ん
『
偉
い

人
ほ
ど 

す
ぐ
逃
げ
る
』(

二
〇
二
一
年 

文

藝
春
秋
社) 

で
す
。
武
田
砂
鉄
さ
ん
は
出
版

社
勤
務
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
っ

た
書
評
家
で
す
。
社
会
の
不
正
に
シ
ャ
ー
プ

な
切
込
み
で
論
評
し
、
痛
快
な
文
章
は
好
評

で
す
。
本
書
も
「
偉
い
人
が
嘘
を
つ
い
て
真

っ
先
に
逃
げ
出
し
、
監
視
し
あ
う
空
気
と
と

も
に
『
逆
ら
う
の
は
良
く
な
い
よ
ね
』
ム
ー 

ド
が
ま
ん
延
。
『
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
』

の
に
五
輪
中
止
が
即
断
さ
れ
ず
、
言
葉
の
劣

化
は
ま
す
ま
す
加
速
。
身
内
に
甘
い
メ
デ
ィ

ア
、
届
か
な
い
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
を
待
ち
続
け

る
私
・
・
・
こ
れ
で
い
い
の
か
」
そ
し
て
「
こ

の
ま
ま
忘
れ
て
も
ら
お
う
作
戦
に
は
惑
わ

さ
れ
な
い
」
と
偉
い
人
を
小
突
き
ま
す
。
ま

た
、
本
書
は
初
め
の
ペ
ー
ジ
か
ら
と
い
う
型

苦
し
さ
が
な
く
、
ど
こ
か
ら
拾
い
読
み
し
て

も
楽
し
め
る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。 

  

「
溜
飲
が
下
が
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
文
句
な
し
に
す
っ
き
り
す
る
こ
と
を

意
味
し
、
精
神
の
浄
化
こ
そ
も
や
も
や
し
た

こ
の
時
勢
に
は
必
要
で
す
。
え
っ
？
読
書
の

時
間
も
な
い
っ
て
！
ご
批
判
覚
悟
で
私
は

「
ち
ょ
い
読
」(

ち
ょ
っ
と
空
い
た
時
間
に

気
楽
に
読
書)

で
す
。
カ
バ
ン
に
一
冊
、
車

に
一
冊
、
枕
元
に
一
冊
つ
い
で
に
ト
イ
レ
に

一
冊
。
ど
れ
も
読
み
た
い
本
が
ば
ら
ば
ら
で

い
つ
で
も
読
め
る
よ
う
に
完
備
。
「
そ
ん
な

に
あ
ち
こ
ち
本
を
置
い
て
た
ら
、
混
同
し
て

意
味
な
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
意
味

の
な
い
よ
う
な
月
夜
に
提
灯
だ
っ
て
、
な
か

な
か
い
い
も
ん
で
す
。 

   
 
 

☆ 
 
 

☆ 
 
 

☆ 

  

川北中学校には英語版も寄贈しました 



（7）2021 年 10 月 20 日                 非核・いしかわ                     第 279 号  

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

不
要
不
急 

あ
ね
ざ
き
し
ょ
う
こ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
止
ま
ら
な
い
。 

長
女
家
族
が
沖
縄
県
石
垣
島
に
住
ん
で

い
る
。
娘
は
そ
の
離
島
に
一
箇
所
だ
け
の
感

染
症
病
棟
に
勤
務
し
て
い
る
。 

感
染
予
防
の
た
め
、
職
員
は
不
要
不
急
の

島
か
ら
の
移
動
は
叶
わ
な
い
。
島
外
に
出
た

子
ど
も
は
二
週
間
の
登
校
禁
止
で
あ
る
。 

 

「
不
要
不
急
」「
自
粛
」
「
三
密
回
避
」。 

こ
の
言
葉
を
昨
年
か
ら
何
度
見
聞
き
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。 

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
不
要
不
急
と
は
、
ど

う
し
て
も
必
要
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
急

い
で
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
。
自
粛
は
、
自

分
で
自
分
の
行
い
を
つ
つ
し
む
こ
と
と
あ

る
。 人

は
一
人
ひ
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
、

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
異
な
る
。
長

く
入
院
し
て
い
る
患
者
や
、
介
護
施
設
に
入

居
し
て
い
る
お
年
寄
り
、
そ
の
家
族
た
ち
は
、

直
に
会
っ
て
声
を
交
わ
し
た
い
、
触
れ
合
い

た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
保
育
園
児
は
、
じ
ゃ

れ
合
っ
て
遊
ぶ
の
が
仕
事
だ
。
さ
ら
に
、
今 

ど
う
し
て
も
会
い
た
い
人
が
い
る
、
行
き
た 

い
場
所
が
あ
る
、
そ
ん
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
、

今
は
「
み
ん
な
」
我
慢
な
の
だ
。「
み
ん
な
」

の
中
で
小
さ
な
一
人
が
苦
し
ん
で
い
る
。 

娘
た
ち
を
励
ま
し
、
ね
ぎ
ら
っ
て
や
り
た

い
思
い
が
募
る
。 

 

四
月
、
感
染
対
策
モ
デ
ル
と
銘
打
っ
て
、

全
国
に
先
駆
け
て
石
垣
島
で
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

夫
は
以
前
大
病
を
経
験
し
た
後
、
体
力
を

つ
け
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
挑
戦
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
各
地
で
大
会
の
中
止
が
続
い

て
い
た
が
、
島
で
の
再
開
が
決
定
し
た
こ
と

を
受
け
、
娘
家
族
と
も
相
談
し
て
エ
ン
ト
リ

ー
を
決
断
し
た
。
私
も
応
援
を
兼
ね
島
に
渡

っ
た
。 

大
会
前
後
の
健
康
管
理
に
は
最
大
限
気

を
配
っ
た
。 

移
動
時
は
、
人
と
の
間
隔
を
極
力
空
け
て
、

マ
ス
ク
は
二
重
に
し
た
。 

搭
乗
ゲ
ー
ト
無
日
の
列
よ
花
も
冷
ゆ 

束
の
間
だ
っ
た
が
、
家
族
の
元
気
な
再
会

は
幸
運
だ
っ
た
と
思
う
。
沖
縄
の
離
島
は
、

防
衛
・
経
済
・
医
療
・
教
育
な
ど
課
題
が
山

積
だ
。
眼
下
に
広
が
る
美
し
い
海
と
、
そ
こ

に
生
き
る
人
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
「
不

要
不
急
」
そ
し
て
「
要
と
急
」
。
正
し
い
答

え
は
な
い
。 

う
り
ず
ん
や
ま
る
ご
と
祈
る
今
朝
の
海 

 

石
川
の
山
な
み
と
医
王
山 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
孝
一 

 

非
核
い
し
か
わ
の
シ
リ
ー
ズ
『
石
川
の
山

め
ぐ
り
』
が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。 

吉
沢
京
子
さ
ん
の
山
行
記
は
、
私
た
ち
が

毎
日
親
し
み
な
が
ら
、
そ
の
名
前
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
山
々
を
、
そ
の
懐
に
入
っ

て
教
え
て
く
れ
る
。
金
沢
で
は
、
誰
し
も
一

度
は
登
っ
て
み
た
い
医
王
山
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
た
。 

あ
る
夏
の
日
、
「
砂
山
君
と
三
人
で
医
王

山
へ
行
こ
う
」
、
と
先
生
に
誘
わ
れ
た
の
は

一
九
六
五
年
の
夏
で
、
私
に
は
初
め
て
の
山

行
だ
っ
た
。
尾
根
を
歩
き
な
が
ら
「
深
田
久

弥
君
と
は
大
学
が
同
じ
で
、
信
州
の
山
を
一

緒
に
登
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ
る
。 

「
百
名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
の

山
々
を
踏
破
し
た
建
築
の
恩
師
・
五
井
孝
夫

（
後
の
金
沢
美
大
学
長
）
と
深
田
久
弥
氏
は

同
窓
で
、
そ
う
い
え
ば
『
日
本
百
名
山
』
は

一
九
六
四
年
の
初
版
（
新
潮
社
）
だ
っ
た
。 

大
池
か
ら
ト
ン
ビ
が
岩
を
登
り
白
禿
山

に
着
く
と
、
「
君
た
ち
は
若
い
ん
だ
か
ら
、

奥
医
王
ま
で
走
っ
て
行
っ
て
き
な
さ
い
」
と

い
わ
れ
、
夕
霧
峠
を
越
え
て
奥
医
王
ま
で
と

ん
ぼ
返
り
で
走
っ
て
き
た
。 

そ
の
頃
、
五
井
先
生
は
六
二
歳
だ
っ
た
。 

 

 

編
集
室
よ
り 

 

◎
本
号
ト
ッ
プ
記
事
に
あ
る
よ
う
に
『
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
』
が
内
灘
町
議
会
で
採
択
さ
れ

た
。
我
々
の
運
動
に
と
っ
て
貴
重
な
前
進
と

な
っ
た
。
記
事
本
文
に
あ
る
よ
う
に
県
内
で

は
ま
だ
二
つ
だ
け
で
、
全
国
平
均
か
ら
見
て

ま
だ
大
き
く
た
ち
遅
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

保
守
王
国
と
言
わ
れ
て
い
て
も
採
択
が
六

割
を
超
す
地
域
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
そ

の
理
由
を
知
り
た
く
も
な
る
。 

調
べ
て
み
る
と
、
中
央
の
顔
色
を
窺
う
傾

向
が
強
い
地
域
は
一
般
的
に
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
働
き
か
け
る

側
の
運
動
の
強
さ
と
、
働
き
か
け
ら
れ
る
側

の
そ
の
意
義
へ
の
認
識
、
自
治
体
の
独
立
性

な
ど
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
治
体
が
住
民
か
ら
見

て
〝
平
和
に
生
き
る
権
利
〟
の
立
場
に
し

っ
か
り
と
立
ち
、
自
治
体
自
身
が
〝
絶
対
悪

と
し
て
の
核
兵
器
は
廃
絶
す
べ
き
〟
と
い

う
世
界
が
認
め
る
理
念
に
自
主
的
に
立
て

ば
、
歴
史
の
歯
車
は
自
ず
と
回
り
始
め
る
の

で
あ
る
。
折
し
も
総
選
挙
真
っ
最
中
。
市
民

連
合
は
中
央
レ
ベ
ル
で
野
党
四
党
の
共
通

政
策
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
人
類
史
を
前
進
さ
せ
る
立
場
で
あ
る
。

（
中
） 
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石
川
の
山
め
ぐ
り 

⑩ 

 
鞍
掛
山
（
４
７
７
・
７
ｍ
）
小
松
市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

吉
沢
京
子 

 

鞍
掛
山
は
、
大
日
山
、
富
士
写
が
岳
と
と

も
に
加
南
三
山
に
数
え
ら
れ
、
那
谷
寺
側
か

ら
山
中
の
方
へ
車
を
走
ら
せ
る
と
左
手
に

馬
の
鞍
に
似
た
鞍
掛
山
が
目
に
入
り
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
の
滝
ケ
原
ア
ー
チ
石
橋
群

が
あ
る
小
松
市
滝
ケ
原
町
か
ら
西
ノ
谷
コ 

                   

ー
ス
、
中
ノ
谷
コ
ー
ス
、
行
者
岩
コ
ー
ス
送 

電
線
を
利
用
す
る
コ
ー
ス
が
あ
り
、
山
中
町

の
方
か
ら
は
塔
尾
コ
ー
ス
、
と
の
お
新
道
コ

ー
ス
、
鶴
ヶ
滝
コ
ー
ス
が
あ
り
、
頂
上
手

前
・
後
（
う
し
ろ
）
山
か
ら
三
道
子
（
さ
ん

ど
う
し
）
山
へ
の
縦
走
コ
ー
ス
は
健
脚
向
き

で
す
。 

頂
上
直
下
の
避
難
小
屋
が
助
成
金
、
寄
付

金
に
よ
り
増
設
さ
れ
、
今
後
の
活
動
計
画
や

花
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
鞍
掛
山
を

愛
す
る
会
が
中
心
と
な
り
、
管
理
さ
れ
て
い 

                  

る
そ
う
で
す
。
下
山
し
て
き
た
駐
車
場
に
は

靴
を
洗
う
水
場
が
何
カ
所
も
作
ら
れ
て
有 

難
い
で
す
。 

植
物
は
、
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
、
い
か

り
草
、
や
ぶ
つ
ば
き
、
春
蘭
、
雪
国
み
つ
ば

つ
つ
じ
、
ヒ
ュ
ウ
ガ
ミ
ズ
キ
、
ア
セ
ビ
、
カ

ン
ア
オ
イ
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
、
オ
ー
レ
ン
、
マ

ン
サ
ク
、
サ
サ
ユ
リ
、
ネ
ジ
キ
、
マ
ス
コ
ナ
、

つ
る
り
ん
ど
う
、
ナ
ツ
椿
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ

等
々
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
駐
車
場
手
前

の
池
に
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
が
あ
り
ま
す
。
二
時

間
も
か
か
ら
ず
頂
上
に
立
て
る
こ
と
か
ら

土
日
は
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。 

【
編
集
部
か
ら
お
詫
び
と
訂
正
】 

 

本
紙
前
号
の
八
頁
二
段
の
八
行
目
「
尾
小

屋
鉄
道
が
あ
り
」
を
「
尾
小
屋
隧
道
が
あ
り
」

に
訂
正
し
ま
す
。 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

田
伏 

久
子 

 

  

 

（右上）加賀市寄り道パーキ

ングさえぐさの丘より

鞍掛山 

（左上）鞍掛山頂より白山を

望む 

（右）行者岩コースの新しく

なった千手観音様 

 

月 日 曜 時 行　　　　事　　　　予　　　　定 会 　　　場

3 水・休日 14:00
平和憲法公布75周年記念石川県民集会／講師　半田滋さん(オ
ンライン講演）

金沢市三社町・石川県女性センターホール

10 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

23 火・休日 14:00
日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める署名推進石川県連
絡会・発足集会／講師　林田光弘さん（オンライン講演）

金沢市香林坊・石川県教育会館2階会議室＋オ
ンライン

24 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

4 土 10:00
むぎわらぼうし例会「あずましげのさんの軌跡（後半）  むぎわらぼう
し・・・そしてチェルノブイリ」／講師　あずましげのさん

金沢市青草町・近江町交流プラザ4階集会室

5 日 10:00 原発・いのち・みらいシリーズ講演会／講師　片山夏子さん 金沢市堀川新町・ホテル金沢2階＋オンライン

8 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

8 水 14:00
１２・８ 平和を守るつどい／「アジア・太平洋戦争と植民地支配につ
いて」講師　井上久士さん

金沢市武蔵町・ITビジネスプラザ武蔵６階交流
室

*会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中   年会費 2,000円
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非核・平和の掲示板


